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冬休みを活かして, この特集号に掲載予定の近藤論文を校正していた時, 先生がおなくなりに
なったと知らされ, ｢エッどうして｣ と絶句しました. 2003 年のご手術の後, 回復に御家族全員
で努力されているとお聞きし, 間もなく職場復帰出来るのではないかと期待していた矢先でした.
この予期しない訃報は私にとって大きなショックでした.
近藤先生とは, 情報社会科学部設立以来同じコースに, 大学院情報・経営開発研究科の中, 同








シア科学技術大学, 中国の首都経済貿易大学のスタッフの協力を得て, 近藤先生は経営戦略, 岩
田先生は経営学, 私は社会学という異なった視点で国際比較研究を始めたのです.
様々な準備の後, 2000 年度文部科学省の科学研究費に応募しようと考えました. 最初私は自
分が外国人であることから, 研究代表者に成ることを控えた方がいいのではないかと考えたので
すが, 近藤先生から ｢考えすぎないで, 研究業績が大事｣ と励まされました. 研究計画私案につ
いて, 3 人で慎重に議論し何回も修正しました. その年は採択されませんでしたが, 開示された
審査意見ではかなり評価されていました. この研究内容の評価に勇気づけられ, 日本福祉大学情
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は現地調査に精力的に取り組まれました. ま
た, 先生は SPSS が得意で, アンケート調査
のデータの解析, 最後の報告書の作成にも大
きな役割を果たしてくれました.






















共同研究を行うという幸運に恵まれました. 先生の学問と人格は, 学生や同僚や知人に広く, ま
た深く多大の影響をあたえました. 先生がわれわれの共同研究を大きく支えて下さったことに心
から感謝しております. 心から先生のご冥福をお祈りいたします.
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